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雨龍演習林林内勢働及殖民

ニ闘スル調査(第一報)

渡 違 侃

南原信夫

く;Jt海道帝園大拳農撃部経済拳敬室〉

A Survey on the Forestland settlement in the 

College Experimental F orest， U riu， Hokkaido. 

By 

T. Watanabe and N. Nanbara. 
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I.摘要

本研究川北海道帝園大串農皐部附属演習林内ニ於ケ JY林内殖民ニ闘

スノV調査ニジア主トジア雨龍演習林ニ於ア大正九年乃至大正十一年頃

即チ欧洲大戦直後ノ恐慌ヲ経ア街ホ物憤勢銀高ク事業ヌf活法ニ行 J、v

タノV時代ノ林業勢働者及林内殖民ノ賦態ヲ記述セントスノV モノナ 9。

調査ノ大部牙 J、宍戸数授林皐教室及演習林職員ニヨ Pア行 J、vタノV

モノニジア渡遺侃ノ、之ガ整理編纂ヲナジ且昭和六年四月中旬演習林ニ

出張シ現情ニ就アノ多少ノ材料ヲ得タノV モノヲ加へ比較ニ供セ 9。調査

ノ整理原稿ノ筆潟ニ就ア J、南原信夫之ニ従事セ 9。

今調査整理ノ結果ノ大要ヲ記セバ下ノ如シ。

I・林内勢働者及ピ殖民者 J、附近農村ノ農民ヨ 9募集ジ殖民者及ピ其

ノ家族ヲジア林内勢働ニ従事セ V ムノV コト多ジe此事 ρ 農業ニ経験ア y

農民ノ林内土著者ヲ得 JYヲ以ア殖民者及ピ演習林雨者エ利ス JV所多ジ。

2. 林内冬季伐木等ノ勢働ノ報酬 J、大正十一年頃 J、一日二国以上ユ昇

9，而モ費用 ρ ー園以下ニ止マ 911ツ此中ニ J、自家生活用品ノ供給ヲモ

合ムヲ以ア勢働期間ノ純牧入百園以上二百固ュ及プ。最近ノ、賃銀毛低減

ジタノV ヌf同時ニ費用ノ減少モ著 V キヲ以ア純牧入 ρ 比較的ニ減少セズ。

3・殖民者 J、最初自家食糧等ヲ耕作スノV ユ止マ JVヲ以ア農業ニヨ }V現

金牧入ヲ得ず JYモノナ V バ林業持働ニヨ JV牧入 J、}種ノ重要ナノV 補助

利益タ JY性質ヲ帯プ現在ユアリア J、北海道膳所属図有未開地へノ移住

者 J、移住奨助金三百回ヲ受クノV ヲ以ア一時的ニ J、林内殖民ノ林業持働
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牧入ニ匹敵スノV モノア lVペジ。故ニ問題 J、林業勢働特=冬季ノ伐木造材

ノ作業ガ幾何程縫績的ニア lVヤト云フニアヲ。

4・移住綾数年ニジア開墾完成ス v."，.作物牧入ヲ増加 ν得ペジ。此地方

J、交通不便ナ V バ自家用作物ノ外 J、主トジア薄荷，澱粉3除最菊ノ如キ加

工生産物ヲ奉グノV コト多ジ。

5・開墾綾年ヲ経 v..".地力減耗事/多量ノ施肥ヲナサザノV ペカラズ。コ ν

澱粉製造ヲ主トス lV経替ニ伴ヒ馬鈴薯ノ連作p偏作ヲ行フニヨ lV。之ヌf矯

メエノ、軽替ノ合理化例へバ婆作間作線肥ヲ入 lVJVコト等ヲ考フ lV要ア

? 

6. 之ヲ要スノV エ本報 J、林内殖民調査ノ諜報ニジア本年(昭和六年)株内

殖民者ニ用紙ヲ配付 v種令ノ記録ヲナサシメ居 lVヲ以ア其結果ヲ取纏

メ綾報ス Y トコロアラントス。

11.伐木勢働=闘スル調査

本調査 J、大正十一年一月助手佐藤嘉三郎氏ガ雨龍演習林内=於ア直

接林内殖民ノ伐木ニ従事ス lV毛ノニ付キ調査ヲ行ヒタノV モノナ')0 

1 )伐木所 J組織

嘗伐木事務所ニ於ア勢働ニ従事スノV 人数 J、総計99名ユジア此人員ヲ

各自ノ職身ニヨ 9匝分ス v"".....究ノ如ジ。

訳出所員三名(書記ー名，助手一名y雇員一名L

山頭以下常傭夫六名。

雑役夫男五名，女ニ名

ノ/イ小iト、屋其他ノ各室エ要スノJV燃料ノ供給及搭揚ノ準備，勲燈等ユ従事ジ，女

Jρ、炊事ニ従事ス。

相l夫 22名，薮出入 37名?馬夫 22名.物品供給所 2 名。

柏夫，薮出入及馬夫 J、各居室ヲ別ニれ各室エ J、班長百u班長ア')，後者 ρ

前者不在ノ際之ヲ代理ス，涯長 J、其ノ長タノV 所ノ班ヲ巌ユ取締')，各個人
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ノ自候勤怠ヲ調ぺ時今係員ユ報告ス。薮出夫ノ日給ノ等級 J、仮出所員及

ピ山頭ノ査定ニヨ 9之ヲ定ム。

山頭，副山頭 J、主トジア事業地現場ヲ巡同監視ジ備造材受入等ニ従事

ス。

伐木所ユ於ケノV 仮出所員ノ職分 J、書記ニア 9ア J、一般曾計，書類ノ調

製等，助手ユア 9ア J、立木調査及ピ現場ニ於ケノV 森林技術上ノ任務ニ闘

ス JV注意等，雇員 J、主トシア人夫ノ賃銀及ピ遺材，搬出材等ノ石数計算及

ピ整理ニ閥ス JV仕事ユ従事ジ其他一般従事員ノ監督ヲナス。

薮出入夫 37名中ユ J、土場君主立夫及搬出路ノ建設及修繕夫ヲ合ム之等

従業員及ピ人夫ノ外ニ物品供給所ニ J、係員二名ア 9ア従業員ノ需要ニ

磨、ジ物品ノ供給ヲナス。

2 ) 山頭の職分

山頭ノ職分トス JV慮 J、次ノ女日ジ。

r.伐採匪域全種ノ踏査ヲナジ事業着手ヨ 9終了迄ノ順序ヲ決定ス。

2. 毎木調査=立合ス。

3. 採面ノ決定ヲナス(該医域内ュ於ア削夫ガ銭木ヲ決定ス，人員ノ多キ

場合ユノ、数ヶ組ニ別 v室長木ノ決定ヲナスコトア 9。開ケ取ノ場合 ρ 山ユ

ア簸引ヲナス，筆号I~、班長之ヲ行フ，室長木ノ目的 ρ 採面内ニ卒均ニ柏夫ヲ

配常スノV コト、危険ヲ防止ス Y コトト良好ナ JV伐採木ノ争奪ヲ防グコ

ト等トス)

4・伐採直域ヲ巡視ジ品材ノ巧拙，伐根，楠木ノ取方等ユヅキ注意ス。

5・柚夫ヨリ伐採木ノ受入ヲナス，山頭他用アノV トキ J、定夫之ヲ行フ。

6. 受入 J、大抵採面ノ伐採終了セジ綾ナスモノニシテ山頭一人ユア之

ヲ;(Tフ。

7・道付ノ指導ヲチス，但ジ採面内ノ道付 J、薮出ノ自由選揮ニ任ス。

8. 急傾斜ユシア数僚ノ道付ヲナジ得ザノV 際ニ J、共同搬出ヲ行フモノ

トス。

9・馬夫ヲ敷組=区分 ν搬出ノ混雑ヲ防止ス。
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3) 伐木郵働者 J日課

伐木事業所ニ於ヶ y 勢働者ノ日課トジア定メラ vタy モノヲ翠グ V

J'.先グ一般規定トセノV 毛ノ次ノ如ジ。

I.起床 午後五時頃

2・靭食 午前五時宇，らつばノ合圃ニヨ 9各室ノ嘗番 J、炊事場ヨ 9食

物ヲ持チ来 }Vモノトス。

3・腸宅 午後五時竿，士場定立ユ従事ス Y モノ J、此ノ時ヨ 9約一時間

後 Y。

4・臥床 午前九時迄，翌日ノ仕事ニ支障アノV ヲ以ア九時迄消燈セザ y

者ニ J、相官ノ制裁ア'J0 

柏夫，馬夫 J、出来高梯ノ制度ユヨノV ヲ以ア同業者ノ協議=由 9上記規

定ノ時間以外ニ各自勢働ユ従事スノV モ支障ナジトス。

振出所員 J、大瞳之等ノ規定ニヨ 9ア外業叉 J、内業ニ従事スノV 毛ノナ

'J . 

シ〆

4) 柚突の心得

本事業所ニ於ア柚夫ニ劃ス lV心得トジア規定ジタ Y 毛ノア人究ノ如

。

第一保

第二僚

採面開ケノ際エ J、締員必ズ立曾スベジ。

懸木，障害木等 J、監督員ユ申出タ JV綾ニアラず、 v，..."，"伐採スペ

カラズ，叉調査外ノ立木ヲ伐採シタ JV時 J、其者ノ責任トナノレヲ以ア諜伐

セザノV 様ニスペジ。

第三僚 伐木スノV ニ J、先グ根際ノ零ヲ充分排除シ地上線=最モ近接

ジア鋸口ヲツケ伐倒スペジ。

第四保 極上九太ノ造材 J、必ズ山頭叉 J、部屋頭ノ指定ヲ受クペジ。

第五僚 白己ノ持卦ニ係ノV 譲木ヲ伐木造材ジタ }V綾ニアラザ V ..t'"他

木ニ移 9伐採ス }Vコト能川ず }V毛ノトス。

第六保 共同及ピ先山持ノ相夫ユ限 9特ニ柏、木丸太一本ユナ 9タノV

場合他ノ立木ニ移 9伐採ス }Vコトヲ得 }V毛ノトス。
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第七傑 採面外ノ立木 J、決ジア伐採スベカラズ。

第八傍 第五健乃至第七f康ニ違背ジタ }VモノアノV トキ J、其製材 J、渡

牧ス }Vモノトス。

第九僚 製材ニ J、梢木其他障害物ヲ乗セ掛ケ搬出ヲ妨碍スペカラズ。

若 v仕事ノ都合上斯ノV 場合ア 9タ }V トキ J、必ズ其ノ日ノ内ニ除去ジ得

ベジ。

第十傑 前f康ユ違背ジタノV 毛ノ J、其ノ程度ユヨ 9適賞ニ謝意ヲ表セ

ジム }Vモソトス。(酒ー升)

第十一保.事業ノ都合上搬出夫ガ採面ニ立入 }Vヨトア }Vペジト蜂モ

其際ニ J、相互ニ協力シア従事スベキモノトス。

第十二候 仕事ノ簡略ヲ欲 v割合ニ稼高ノ多カラン事ヲ望ム結果途

ニ J、乱伐粗造ニ陥 }Vモノノ如キノ、濁 9作業規律ヲ凱ノV ノミナラズ往令

人種ェ危険ヲ及ボジ他人ヲジア迷惑ヲ戚ゼジム }Vコト少カラズ，有毛布11

夫タノV モノ J、常ニ徳義ヲ重ジ軽卒ヲ避ケ沈着ヲ旨トシ熱心作業ニ従事

三/且僅少ノ柏木根株ト雄モ決ジア粗末ナ }V取扱ヲ錦サズ最モ丁寧親切

ニ遺材センコトヲ心掛グベジ。

第十三保 山頭及ピ部屋頭ノ指揮ニ従ヒ，一重ニ事業ノ成功ヲ期スノV

ヲ以ア本分トスベシ指揮命令ニ従 J、ズ首L暴ナノV 言語動作ヲ 1寄る〆事業ノ

妨碕トナ }Vモノ J、退場セジムノV コトアノV ベジ。

第十四僚 自己ノ都合ニヨリ勝手ニ休業ス }Vコトヲ許サズ，但ジ止ム

ヲ得ザノV 事情ノ錦休業セントス }Vモノ J、必ズ部尾頭ヲ鰹ア山頭ノ承諾

ヲ受クベジ。

第十五候 下記ノ遁 9日課ヲ定メ貴行スノV モノトス。

起床 午前五時。就寝 午後九時。

第十六f東 部屋頭 J、朝夕人員黙呼ヲ行ヒ毎日各人ノ勤怠ヲ調査ジ各

人ヲ引率シア現場ニ出場スノV 毛ノトス。

以上ノ規定ノ外ニ遣材仕様書ヲ附ス。

採面朋ケノ最初ノ日=出役セザノV 毛ノノ銭木 J、翌日ユ至 v."....誰ヌf伐
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採スノV 毛支障ナ志向採面破， /、造材木ノ稼賃ト j酉 I升ヲ仲間ニ提供セジ

ム，伐木ヲ中途ニア停止セシモノニ封ジア J、j酉ー升ヲ仲間ニ提供セジム，

山元及ピ土場ユア検尺シ極印番競ヲスノV。

5) 労働賃銀の支梯方法

造材事業所ニ於ケノV 賃銀支梯 J、毎月末左記ノ通 9支梯ス。

1.柚夫〉搬出夫ニ劃シア J、各出来高郷トス，1'由夫賃銀ノ算出 J、左ノ草債

ニヨノV モノトス。

皮付極上丸太百石嘗 18国，

剥皮九太尺未満百石蛍 30固，

~IJl支九太尺以上百石官 20 国，

搬出夫賃銀ノ産出 J、左ノ草債ニヨノV 毛ノトス，但距離ノ遠近及ピ天候

ノ如何ユヨ 9増減支給ス (11月， [2月， 1月距離 10町以内ノ標準ヲ示ス)

普通材 百石営 22国，

特殊材百石嘗 26国，

2. 薮出入，士場審立夫，雑役夫ニ婁}ジア J、各人ノ技伺ニ磨、ジア左表ノ等

級ニヨヲ其賃銀ヲ定メ支給ス，但ジ時間外勢役ニ劃ジア J、相常ノ増給ヲ

ナスモノトス。

等級

歩合

特 z 3 4 5 6 7 8 9 10 

1.3 1.25 1.2 1.15 1.1 1.05 1.0 .95 .9 .85 .8 

賃銀 2.60 2.50 2-40 2.30 2.20 2.10 2.∞1.90 1.80 1.70 血

3・山頭以下常雇夫ユ割ジア J、演習林ヨ 9交付す v タ JV齢令ニ基グキ

日給額ヲ支給ス。

山頭一人一日ニ付 3困p副山頭一人一日ニ付 2 闘 60銭，定夫二人一日 2

固 60銭，定夫二人一日 2 凶 20銭

4・班長(部屋頭)ユ劃ジア J、一日エ付金 30銭ノ蝿託手営ヲ支給ス，目下四

名使役(大正十一年一月)

支出項目 J、通信運搬費中ニ搬出夫賃銀，給奥中ユ部屋頭手営傭人科中

ニ柚夫，薮出夫，士場審立夫，雑役夫，山頭以下常傭夫ノ賃銀ヲ入ノVo
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6) 持働者 Jー伐木期間 J牧入

多期林業勢働者ノj投入調(大正九年度調)

4!c入 支出 建高

相l 夫 25人 6，930.805 4，108.193 2，822.612 

平均一人 277.232 164・327 112.904 

蔽出夫 4 1人 8，244・320 5，181-437 3，062.883 

平均一人 202.3∞ 126.376 74.704 

』馬 夫 2 3人 9.538.619 5，180.361 4，358.258 

平均一人 414-722 225.233 189.489 

計 89人 24，713.744 14，469・991 10.243.753 

熟練セノV相夫一日ノ稼高 J、20石 2園，二月中旬ナ V バ普通ノ人ニア 25

石位 2・50闘，馬揺 J、平均 6石以下，最大 15石ヲ積ム，土場マデー里宇，一日二

同往復，三月ニ J、三岡ノコトアム一日 4-5固ノ稼高ア 9。

7) 努働者の食料

飯揚即チ炊事場ニ於ア調査セノν伐木関係勢働者ノ食費ニ関ス JV毛ノ

究ノ如 V o

一日米 9合，旭川特等米，旭川ニア一石 40-41園，山元ェアー俵 20国位。

献立，朝 昧噌汁(中身一豆腐，大根，人選~，牛芳p葱，蕪脊p切干，若目)

童 握飯叉 J川、排嘗入，黄粉叉 Jρ、胡廊盟，盤鮭，瞳盟鱒鱒、開開鱈フ鯖，練鯨，海老，コマイ漬

物フ栴干

晩一飯， 魚川書ト略同~，味噌汁朝ト同ジ，時今薩摩汁，ライスカ v -，澱

粉餅，汁粉，雑煮。

大正九年冬山物品供給品目調(人数約 100名期間約 100日)
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物品供給品目調(食品ノミ拾出)大正九年冬山

品名|鐙
白米

味噌

醤油

餅米

演

千

千

錬

日

子

臆

舞

引

血

位

ラ

殻

節

節

苔

粉

紛

腕

絞

盤

糖

糖

一

泊

欠

子

縁

カ

刊

白

一

機

燥

煮

身

者

筋

関

魚

晦

新

盤

芋

鰹

削

浸

豆

多

胡

白

食

中

黒

一

車

一

一

~

一

;

斗

俵

樽

個

函

〆

俵

俵

樽

梱

函

函

俵

函

樽

俵

匁

本

来

袋

袋

斗

纏

俵

斤

斤

目

巧

η

4

U

Z

I

J

2

I

I

I

E

E

S

I

I

-

∞

お

E

E

-

-

E

J

F

P

Z

F

1

3

K

5

2

 

間

咽

ん

わ

斗

釦

a崎町

17.210 

15.850 

24.720 

一升 1.6∞

9.28 

百匁 466 

百匁 .388 

E 把 .710

百匁 .080 

30.015 

E 把 1.000

I本 .3∞ i 

計 |品名|数量|

メ』
日 5，449.665 

0

2

 

E

3

 

4

3

 

E俵 6.497

3，459.210 

364・550

145.845 

98.880 

216.0叩

18.560 

59.182 

61.533 

34.080 

12.(泊。

30.015 

51.888 

15.350 

29.000 

48.760 

28.865 

17.540 

27・658

4.657 

9.900 

3・450

8.510 

6.613 

5.750 

12.880 

32.485 

228.780 

76.360 

計

経 費

食費 5，449.665 

被服小間物作業用品 2，891.987 

計 8，341.652

昭和六年一月ヨ P三月末迄ノ概算

名
1
吸

白米 280俵

味喰|十〆入46樽

清酒 3石5斗

醤 油石5斗

煙 草

其他日用雑貨

計

ロ
ロ" 綴

阿

2，240.000 

317.4∞ 

420.000 

105.日泊

350.日対日

3，臼)().∞0

6，432.4∞ 

上表 J、食品ノミ拾出ジタ )Vモノエジア大正九年ニアリア J、被服，/}、問
問 問

物3作業用品等ノ計8，341.652ニシア内食品ノ計 5，449・665ナ v..T......経費ノ約六

割ヌf食費ユジア夏ニ其六割 "}l米代ナ人叉百人ノ従業者ノ百日舟トセバ

金費用一日一人常 83鏡トナノVι昭和六年ノ分 J、食費約五割三分=ジア米

J、約六割五牙ナ 9。更ニ 168人ガ90臼ノ卦トジア金費用一日一人嘗約42

銭トナノVJ!Pチ大正九年ト昭和六年トノ間ニ J、物債ノ下落ア 97'費用 J、

宇分ユ下リタリト考 :7 )Vコトヲ得。
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8) 林内勢働者 J用品

林内勢働者ノ服装所持品下ノ如ジ。

柚央 J所持品 服装 しゃっ(め hやすp軍隊ねる，亦毛布製)背中常(表づ

っく裏毛布ー降雪ノ際 J、毛布ヲ表トジ晴天ニ J、づっ〈ヲ表トス JV)股引，

づほ・ん下，毛布製もんペ，毛布製足若手，つかみ語手，手甲p長手甲，軍手p爪甲，たと

相。

道具 鋸(土佐鋸長サ 3尺乃至 3尺 2寸，f買格 I寸ユ付 23銭位)筋切錯(刃

渡4寸2-3分重量得50匁前後債格百匁1.60国位)刃虞f刃渡 7寸 5芳重量 750-

800匁債格百匁r.80固位)角廻ジ債格(，20- 1・30圏)蛇200匁内外債格2固，す乙

つぷ慣格 2闘位，木材ちよー〈叉 J、墨，雪輪 3闘，金銀40銭，矢，鎌(革，1]皮用)r・50

闘，負子(道具入蓮製)砥石(荒砥及ピ中砥石各一箇)餅(大規及ピ小澗)打出約金

鋤。

薮出入 J所持品 服装柚夫ニ同ジ。

道具 す之つよ債格 2固位錯 3∞匁2・50固，詑200匁 2闘フ鋸 I・50国，支主主鳶

口1.60闘，以上各自所持ノモノ，木鶴鴫 700匁 5固位，中鳶口 500匁- 550匁 I∞

匁ニ付 30銭，角廻 vl・70ー 1.80固，.:F.用小環25銭，ろーふ。(4分，玉 Iヅニ 5尋ヲ要

ス I年ニ 3園位)，J、玉(巾 9ー I尺，75銭)雪輪。

土場巻ー人 J所持品 服装柑iうたニ同ジ。

道具 中鳶口〆i、鳶口，角廻的土佐鶴鴫。

馬央一人 J所持品 服装柚夫ニ同ジ。

J馬糧 燕萎(生)藁(切 9タノV モノ)玉萄黍(生)大豆(煮タノV モノヲ衰弱セシ時

食セジム)稗(煮 lV)

馬具 水勤(皮製2ー 10国，糸製40ー I・30国)轡 3国以上，禦者綱(皮製9・50ー '3

国麻製.85- 3.80園)から，皮 5・50圏，わらび形 1・70ー 2・30闘，せず b皮製 3-9国，

腹帯ろーぷ 50匁，呼出シ(皮製 3・50固，錨板製0・50国，麻製0.80園)尾掛皮製 2園，

胴引鎖共2・50固，引木一切1.60闘，鎖(親鎖2本 2貫6闘，大環 2ツ2・50国，歯止鎖

3・50固，連結鎖、 I・5貫4・5国，環3ツ80銭.3ツ環 3組 I組 I・20園)玉 2尺 I寸 I寸 17銭，

連結玉 I尺7寸 I寸 17銭。
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道具 大とも・9-I.r貫百匁50銭，がんたr.2間，手播2・5間，馬衣4・50固，ばけ

つ2固，押切 3園。

111.林内殖民者=関スル調査

1 )殖民者 J国語家族，宗教等

小作人府腕別(大正十一年八月調査)

富山牒十七戸，岐阜腕十二戸，宮城牒十二戸，奈良牒五戸，山形腕三戸，和歌

山牒三戸，岩手職二戸p青森県草二戸p酒井勝二戸，愛媛編島雨牒各二戸，外不明

十戸，茨城，熊本，三重各一戸。

天盤演習林ニア J、現在戸数四十二戸，山形腕七戸，岐阜牒五戸，富山，香川

各四戸，宮城，石川¥.和歌山各腕八丈島各三戸，岩手，虞島南牒各二戸，高知p徳島，

新潟，福島各腕各一戸。

但シ之 J、原籍ヲ示スモノニジア附近ニ於ア農業経替ニ従事セノV モノ

ヲ入地セジムノV カラソノ原籍 J、重要ナモノユアラズ(大正十一年八月調)

家 族

X
 

E
 

十

四

一

一

羽川
i

戸い

一
w山一山

時

一

E

一

番
人
ド
一
戸
ほ

一

i

¥

E

て
直
一
老

3 23 6 10 5 6 3 51 7 II 6 131 
批

5 24 4 8 5 6 3 43 6 9 4 Jl7 

5 4 9 6 6 6 97 7 13 9 185 
幼

5 20 2 5 5 8 3 94 10 9 3 164 

:i :ilJlUYli|-:(| {:1;|: 331 
計

18 286 

戸数合計88戸p纏人口 617人，一戸平均 7・o人
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出
一
山 教

J説I1 (4) I n (15) i ;内山)I 百 |町1)I IX (6) I x (巾作計(80)
穂 次3三3之3・ 2 5 I I E 一 一 5 E 3 一 19 

民 耳金全ミ・ E 7 一 4 2 一 一 23 4 4 E 46 

民吉宗 一 E 3 一 一 一 E 一 一 一 5 

日蓮宗 一 I 一 一 一 一 一 一 一 一 I 

天理教 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
補申 道 E E 一 一 一 一 E E 一 4 8 

神 重生 一 一 一 一 一 一 一 I 一 一 一

コ ν 以下 J、概ジア云へバ入地者選樫ノ傍件ニ依 lVモノト云フベジ却

チ家族多ク働クモノ多キモノ，附近農林ノ経験アノV モノ等ヲ選揮セ lVモ

ノナ 9，故=例へバ戸主中二十歳妻ノモノ少ク，30- 50牽ノモノ多ク，老人

毛ア 9，濁身，新婚ノ夫婦ト云フ如キ毛ノ J、少 V。

戸主ノ生年

I n I m I vfi I 生 ¥番競 vl! X 
年一¥¥

明治以前 4 6 13 

明治十年迄 3 2 8 16 

明治二十年迄 2 9 2 7 2 2 . 25 

明治三十年迄 2 3 2 9 2 3 3 27 

明治四十年 2 7 

計 4 15 4 5 4 4 3 31 6 7 5 88 

入林以前ノ住所

マヲ~I 1 I n I川
石狩天堕附近

其他道内

3 12 4 

i百 IVl! I ~ I IX I x I ~ I計
5 5 76 

4 

府 勝、 2 ー 3 8 

計 4 I 15 4 4 3 31 6 7 5 88 
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職 業

7-3[jj王1___m_J~-;J v J_~J 円~~__1 _~l__~ __ IXI_'計

j j j 11JI:lfl: 
農業中製柾職，渡舟業，大工，流迭人夫，木撹，商業ヲ乗ネ JV屯ノ各 I ア 9

0

入地年度

マ事~
明治年代

大正六年迄

大正十年迄

寸?事， I I n I m I 
- 200国以上 一 一 一
。ー-2∞閲 一 一
。 3 12 3 

+ 3∞回以上 一 2 一
+ 600回以上 一 一 E 

+ 9∞園以上 一 一 一
其 v 以上 I E 一

入林常時ノ財産

町 V 百 四 I VI I XI I 
E 一 一 I 3 

一 一 一 一 一 一
4 一 一 一 6 I 

一 3 3 I 3 一
一 一 一 E E口 一
一 I 一 一 3 E 

一 一 E E 8 E 

教 育

寸?号制 E 
l 圃 ) w I v I司 1 w I vu 

無 教 育 E 3 一 E 一 9 一
尋二修了以下 E I 一 一 2 2 2 

尋問修了以下 一 8 1 I 4 3 3 一 14 2 

尋六卒業以下 2 一 I E 一 3 I 

高等小皐 一 3 I 一 一 一 3 z 

其 v 以上 一 一 一 一 一 一 一
計 4 15 4 5 4 4 3 31 6 

25 

x 

I 6 

E 一 I 

3 一 32 

E E 14 

一 3 15 

一 I 6 

E 一 14 

x 計

一 14 

一 0-

5 3 43 

2 2 13 

一 E 

一 。
5 88 
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貯 蓄

寸 31 E E 町 v w VI E 

1-1 ∞o以上 一 一 一 一 一 一 4 一 一 一 4 

i寸 600園 E 一 E 一 一 4 E E 一 8 

1-1 400園 一 3 一 I 一 一 7 2 E 一 14 

1-1 200国 一 6 3 一 一 I I 4 一 E 一 16 

。 2 2 E 3 3 2 2 3 E 4 5 28 

(+】 200園 一 一 一 一 一 3 一 一 一 4 

(十】 400国 一 一 E 一 一 2 一 一 一 4 

(+1 600図 I 2 一 一 一 3 一 一 一 6 

(+1 800園 一 一 一 一 一 一 I 一 一 E 

l刊 1000国 一 一 一 一 E E 一 2 

(刊12∞園以上 一 一 E 一 一 一 一 一 E 

物 ノ 坪敷

計

7 

156 

939 

平均 1.85棟， 31.2坪

以上ヲ見 JVニ宗教ニア異宗多キ J、出身地方ニヨ JVモノナラシp教育ニ

ア J、尋常四年若ジク J、三年ヲ修業セジモノ最多ク無皐之ニ次民貯蓄ユ

ア J、借金ヲ有ス JVモノ多ク有セザ JVモノ最モ多ク貯金ヲ有スノV モノ寧

ロ少ジ。

2) 林内植民 J方法

小作出願ス V バ身柄調査ノ上戸籍謄本ヲ添へ請書ヲ出サジメ以ア小

屋掛及ピ開墾ニ着手セジム 3四園ニ境界標ヲ立アノV コトヲ約束セジム。期

ク暇引渡ヲナジ秋季ニ於ア先グ着手小屋ヲ立民翌年三月家族ヲ引蓮 v

移住ス，伐木一小木 J、伐 9倒ジ大木 J、枝打シ(立木ノマ、枝ヲ落事/農地ノ

日陰ニナノV "j防グ一本ノ枝打賃三国位)伐採木及ピ枝僚 J、集メア焼却ス，

(積雪上五月十五，六日頃迄)笹，雑草p柴ヲ刈集メ焼梯フ，幅 I 尺 5寸，深ず I 寸

位ユ小桂種子 J、溝，大粒種子 J、I尺 5寸位ニ穴ヲアケ坪播ヲナス収穫安
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1
 
9
3
 

今
M，，E
‘、

会ナラズ故ニ一年以上支フ JV準備，畳悟ヲ要スノV ナ 90 1仔iJー勢働者四人

家族七人一年分委 10 俵，米 8 俵品~ft 穀 5 俵，昧噌 2 樽，盤 2 俵。

3) 開墾z閲スル鰹費

移住開墾着手ノ錦所要経費調(大正十一年一月調)

x印高償ノ宅ノチ示ス

|種 類|蝿|恩 償[総償額

土佐鋸く大〕 一寸巧
7.50 

I X 8.00 

i司 (中〉 同
5.00 

伐 E .25 X 5.75 

同 (小〉 同 .25 
3.25 

E X 3.5O 

木 鋳 E 百匁 1.∞ 5.00 

同 同
7.00 

I X 0.00 

林 忍 慶 同
7.00 

E X 8.00 

手 銭 E 刷 3∞ 
業
&t E 同 1.50 

角材廻 V E 2.00 

器
鎌 3 2.50 7.50 

具 鳶 口 E 百匁 .30 2.10 

計
50.85 

x 54.35 

唐鍬(ま鍬長) 百匁 10.80 

X 11.10 
同重サ360匁 5 .60 

草 取 鍬 5 
5.00 

農 6.00 

鎌 5 5.50 

L〆 ー ヨp 5 1.50 7.50 

也一斑低 E中塩 E 1.00 2.00 

唐 箕 E 20.(旧

箕 2 1.10 2.20 

進 80枚 .50 40.∞ 
振 打 5 .30 1.50 

飾 一一品易五厄自J 3 2.50 7.50 

同 =身、日 I 2.50 閥会目

肥 手干 桶 I組 3.∞ 3.00 

I氏 20枚 .45 9.∞ 
臼 E 10.00 

具
S通 I楓 8.(泊

馬 J馬民間墾 800.口旧

耕作具一式 X 1000.00 

計 934.∞ 
X1135.30 

馬及ピ耕具除キ 134.∞-135.30 

類 l蝿|阜 侭 i総領額

現
米 18.00 144.00 

華民 I口俵 7.00 70.∞ 

物 雑 穀 5俵' 4.(泊 20.00 

味 噌 2樽 16.00 32.∞ 
及 醤 f由 E樽 8.∞l 8.00 

堕 2俵 3.25 6.50 

現 石 f由 E鐘 8.00 8.∞ 
王見 金 100.00 

金
lロk 計 388.50 

銭 瓶 2 10.00 

鍋 4 16.(泊

肇 鍋 2 I.C由 2.C旧

家
y宅 ケ 'J> 2 1.25 2.50 

洗 商 器 2 .75 1.50 

ストー 7 I 15.∞ 

?夜 2 .50 1.00 

盟(三'J>重〉 I組 5.00 

飯 樋 2 1.50 3.∞ 
食器一式 30.∞ 
夜 具 5組 30.00 150.∞ 
毛 布 2 25.∞ 
足袋(農〉 10 2.00 20.00 

雨 具 10.00 

ラ :y 7 E 1.50 
具
提 灯 E 1.00 

務 縁 5 1.50 7.50 

メ
ι
ー

L・ 計 301.∞ 
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種 類 買 額

井 戸 I 10.00 
住
風 呂 I 5.00 

大工道具一式 10.00 

小屋間口3間一奥行5間 E∞-150.00 
ニ
b左じ. 

計 125-175. 

種 類 俊 額

材木林業器具 50.85 - 54・35
A 日
農 具 134.50 - 135.30 

計 馬及ピ耕具 8∞.∞ -1∞o.∞ 

住 ~ 125.∞-175.00 
車歪 家 具 301.∞ 

費
現 物 現金 388.50 

1799.85 - 2054.15 

備考 之等ノ内従来使用 V 来 v，レ宅ノ或 P 自家生産ノ唱ノ多カルペ事心理見賓ユ之丈ノ

金額ノ準備チ妥スル唱ノ=アラザルペキ唱，兎ユ角準備 γ 必要ナルヨトチ示ス。即チ近付

ヨりノ移住ナ V パ之等チ馬車=積ミテ毛来 V得ペグ，府!隠ヨりナ V 月現金準備チ要ス，1/

虫ロキモノナ明。

入地一年内ニ少クモ 1，100国一 2，150闘ヲ要スノV モノナ 9。馬ノ、開墾時代

必要ニアラズ然シコ V ア V バ運搬等ノ利盆ヲアグノV コトヲ得ノν。

4) 開墾ヨリ成墾=至ル牧穫

未開地五町歩ノ開墾着手ヨ 9成墾ニ至ノV 迄年々牧穫概算(大正十一年

聴取調)

初 年 目

開 墾|作物種類|反 別|総牧穫高|皐 入

反 反 円 円

春 10.0 課 ヨ露 3.0 3石 7.00 52.50 

南 瓜 1.0 2∞側 .10 20.00 

黍 2.0 8俵 5.00 40.00 
10.0 

大 豆 1.0 2.5俵 4.∞ 10.00 

長 鵠 2.0 6俵 7.00 42.∞ 
践 楽 1.0 30.∞ 

蔓[ |秋蒔，雌翌年度|秋 10.0 |雲 10.0 

言十 20.0 194.50 

年-目

関 墾
1
作物種類(尻 別|総牧穫高|皐 償 i牧 入

肇 10.0 25俵 7.∞ 175.∞ 

前年同様ノ作物，但V2割ノ1普段アル宅ノト考7 233-40 

春 5.0 同 97.25 

秋 5.0 |雲 萎 秋蒔，.J/lc穫 P翌年

計 10.0 総計 30尻 505.65 
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閲 墾|作物種類|反 入

反

雲

海

蔓

荷

前年同様作物
L一一一一一一一一一一|

土三ピ 同 | 
秩 5.0 I雲蔓|
計 10.0 総計約反 l

別|総救護高|皐

反

5.0 ∞
∞
 

円

Z

Z

円

87.50 

175.∞ 

350.∞ 

97-25 

709.75 

12.5 

10.0 25組

開 墾|作物種類|反 別|総牧穫高|皐 入

民

5.0 12.5 i.∞ 87・50

務荷 5.0 12.5組 7.∞ 87・50

前年同同様作物

10.0 30.0 7.∞ 210.00 

20.0 466.80 

春 5.0 同 5.0 97.25 

秋 5.0 墓| 5.0 救穫翌年

計 10.0 |総計 50fi I 949.05 

15.0 

| 救護哩年 1 

四 年 目

開 入

五 年 目

号室 書喜

墾「瓦均百云両氏 ι「お救護高|阜 白|牧

薄荷

前年同様作物

5.0 7.∞ 
7.∞ 

12.5 

57・5組20.0 

25.0 

15町

雨龍演習林一反歩牧穫高

8].50 

402.50 

583・50

1073.50 

種 BO |牧量(俵) ¥ 皐 償 均 反 営牧 入

大 6月.∞ -6間.70 6
円

.35 
円

豆 3.5 22.225 

豆 3.5 7.20ー7.80 7.50 26.250 

青 腕 豆 3.0 13-40ー 13.40 40.200 

大 j届 3.5 17.50 -19.00 18.25 63.875 

白 丸 鶏 3.5 11.50 -12.∞ 1l.75 41.125 

金 時 3.5 9.50 -10.00 9・75 34.125 

長 鶴 3.5 8.00 - 8.40 8.20 28.700 

中 長 鵠 3.5 6.50 - 7・30 690 24.150 
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干重 JJij |牧量(俵)I 皐 俣 民 ρ画且晶 J!5( 入

円 円 円
16円.625 ピ pレ 3.5 4.50 - 5.02 4.75 

手 3.5 6.20 6.20 21.7∞ 

大 手 3.5 7.50 7.50 26.25 

燕 6.0 6.50 6.50 39.∞o 

蕃 4 5.70 - 6.10 5.90 33.6∞ 

3.5 8.60 30.1口0

玉 萄 5 4.20 21.000 

課 重彦 3.5 7.20 25.20 

犠 黍 6 

綬 黍 5 

澱粉未粉 4.5 7.00 - 8.∞ 7.50 33.75 

雨龍演習林大正十年農家総牧入概算ー農業牧入

作物種類 柊

町 千円

線 ヨ醇 2旧5.5 203.9 951.25 

大 旦 217.0 225.0 2，521.35 

豆 361.0 356.0 4，272∞ 

燕 華民 392.0 707.5 2，683.2旧

腕 豆 1585 134.5 3，480.20 

玉 局 黍 124.0 238.7 1，320卵

雲 重 111.0 111.0 1，588.80 

黍 103.5 126.9 881.90 

馬 鈴 薯 1.165.5 2，776.5袋 16，669.90 

蕎ー ヨ露 67.5 90.8 。43.10
71t 稲 81.5 91-4 2，365.∞ 

亜 腕 18.0 9，0∞.斤o 180.00 

議 楽 163.5 一 2，452.50 

除 議 菊 6.5 1，950.0貫 一

務 荷 593.5 1，484.1組 1I，923.∞ 

計 3768.5町 51，933.10 

一戸平均 4町z反3畝 一戸平均 583閤52銭

円

農業Ji5(入 51，933.10 一戸平均 583国52銭 家畜家禽
林業J!5(入 24，713.744一戸平均 277園68銭

其他牧入 4，884.∞一戸平均 55固
馬..， .....・ 64

豚 ー・・・‘・・・・ 18 

総Ji5(入 81，530.844 916.20固 鶏 ・ー ・・ー・・285

5) 殖民者鰹醤 J概況

小作料(支出)

ぷ

U
0
0

回、J

戸、d

0

0

6

6
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n
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R
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b

帽、J
E

勾

J

2

E

8

 

M

5

I

2

 

戸、J

〆、J

積

積

料

均

面

面

b
r

平

作

功

f
戸

小

威

小

一

公 課

額

円

E 59.250 

E 326.280 

E 44.910 

町 51.380 

V 86.220 

胃 107.040 

四 48.8∞ 

VBl 605・540

.rx II4.720 

亙 103.080 

E 56.7∞ 

メ日入 計 1603.920 

一戸平均 18.022 

(添牛内殖民地昭和六年四月聴取)

部落民積立金
円

1940.51 
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、.
大正元年入地，賞時 26人位ノ内多数 J、代ヲ替エ移佐官時ョ 9不襲メ人

J、7人位ナ 9，土地 J、漸次痩セ無肥料耕作 J、出来ナクナ 9，黍，裸憂，豆 J、殆

ド耕作セズ，薄荷 J、主ニ減ジ澱粉用馬鈴薯多クナリタ 9，澱粉 J、馬鈴薯石

油箱二杯ヲー俵トジソノ四俵ニアー袋ヲクペジ，肥料 J、一段嘗 9七国位

用フ，五国以下ニア J、反嘗四袋位得ベジ，一袋ユヅキ摺賃 7l1国 15銭，袋代

35銭外ニ運搬賃ヲ要ス勢働賃銀常雇 J、昨年(昭和五年)男 250固，女 150国ヲ

賄ノ外ニ給ス，本年(昭和六年)~、農業組合ユア同上デ女 70 園，男 1 IO固ト規定

セ 9

古ク J、薄荷五組出タノレヨトア 9，最近害車等ノタメ耕作械ジタ 9，馬鈴

薯ノ牧量試験ノ結果ヲアグシ。(各十坪ノ試験地)

不ス.

肥 事千 名 牧

無 肥 20.620'貫 3.812貫

10'貫

E 過 j燐椴石灰
21.000 3.965 

266.2匁

E∞匁
19.870 3.787 

遇燐酷石灰 166.2匁

334匁
20.620 3.812 

過燐酸石灰 166.2匁

錬 粕 E∞匁

す過燐酷石灰 166.2匁 21.250 4.056 

木 灰 334匁

ゐ犬 豆 粕 166.2匁|

百
糠 334匁

20.6忽3 3.812 
過燐酸石灰 166.2匁

木 灰 166.2匁

堆 肥 6.620'貫

VI 糠 166.2匁 24.750 4.697 

過 j燐殴石灰 166.2匁

13♂o貫
4.605 

過燐酸石灰 166.2匁
24.220 

此成語 J、明カユ金肥ニア J、充分ノ牧穫ヲ得ズ.，堆肥ノ必要ナノV ヨトヲ
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澱粉製造 製造戸数 ρIU戸アヲ内 8競ニ 7戸，工場ニ 200恒)-300恒!ヲ

要ス，馬鈴薯一反歩高牽ニア 15- 22俵，堤防地ユア 30俵ノ牧量ァ .， ， 5俵竿
-6俵ニア澱粉 I袋ヲ得， 4町歩ヨ)1132袋，士別ニア 6国 40銭ニ貰 JV計 8

46闘，生薯 ρI俵 50鏡位，勢働 J、20俵位ノ畑一反1.2ニ人ヲ要スp堀賃 J、t俵

9銭，種薯 J、反ニ 2俵要ス，建物トジア 4間ニ 11間ノ摺場， 3間ニ 5間 2 尺

ノ乾燥室ヲ要ス，一日百俵位ノ効程ア)10 

生産費 (昭和五年調)

反営聖子カ 耕 鋤 馬一顕一入.......一日効程・・・・・.-4反

播 種 ・・ー・・・・ ・・ー ー・・・・・・・・・ー・・・・・・ ・・ 2反

中耕培土 民一頭一人叉ρ 二人・・・・・ー・・・・・ 20反二一三向行7

摺 賃

袋 代

運搬賃

4生 穣 中掘，俵袈迄・・一人..-_.. -. -12-15銭

掘 賃 ー.，'.....• ....・・・・・・・・・・・-8-12銭
円

I 袋 ・・ ・・ ・・・ー・・・・ ・・・・ーー ・・ ・‘・・ ・・・・ 1.60:筏

.3号事量

E 袋 (士別~) ・・ ・‘ ・.. .・・・・・・・・・・・・・・ー・・・ .80銭

五ヶ年間平均侵格 E袋 ・ ーー・ ・ー ・・・・・・ ・・・ ・・・・・‘・・・..... .. 7.00銭

積薯チ購入スルトセ月 一俵16貫入・・ ・・・・・・・ ・・ ー・・・・・・ ・・・・ .80ー.90銭
阿

農具修繕 霊安 17.00(三年〕 ρ ロー 7.50(五年〉除草器.20銭ー.30銭(毎年〉土掛器5・50(7年〉

薄荷製造 製造用設備一切ニア 3∞園位。

生産費 耕 劫

除 草

)(I]，架掛

反営4生量

取卸薪

銀 代

償 格

種商代

一日 ..， .... .... .... ・・ ・・・・ ・・・ 2.5反

3-4同

一日‘・ー・・・・・・・・・ ..， -.......... -0.5反

2.5-3組

一反分・・・ ・・・・・・・ ・・ 1 ・・・ ・・ ・・・・ 50:本〔一日三岡〕

50銭

く紳戸相場一番目 ・・・・ ・・ ・・・‘・ 7-8関

10貫入3俵 ... •... .... ・・・ー・・ I俵 E関位

木茨製造 戸数 12戸，竃敷 11，大正十年度製茨量一竃 8-410計856俵，木代

I俵常原木一石 8銭，需要者 J、部落外トス。

以下 ρ 昭和六年四月調査昭和五年母子里事業匝入地者ノ賦態ナム

U.H. 先籍地岐阜，先住地瀬棚バンケ(同地 J、不良地デ食糧ニ玉萄黍ト

稗トヲ用ヒタ9)家族三人凋居人一人(賄料ト lV)月ニ米一人宇俵要ス，3i萄
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黍ト梓ヲモ食 h昭和五年五反開墾=黍，燕委審委，色豆(ぴるま最良)秋田大

豆，玉萄黍，等ヲ耕作ス，家 J、堀立。

Y.T. 比布水田農，六十歳，男子六人，内一人海軍軍人，三人 J、水困ニ残ジ

二人ヲコノ地ニ移住セジム昨年ノ作付 J、雑穀三反，秋蒔菜種七反。

M.O. 敏根尻ヨ 9移住，敏根尻ニ於ア馬鈴薯栽培ジ澱粉製造ヲ行ヒイ

タガ土地悪ク肥料ヲ極メア多ク要人澱粉債格下落ジ牧盆ガ少クナ 9敏

根尻ヨ 9馬車ニ家財ヲ積ミ 2日ヲ費シ移住セ 9，冬山ノ牧入 50同ア 9タ

9。

F.N. 先住地雷別水田小作，家族九人，就業六人，昨年現金690園，米36俵ヲ

持チア移住ス，開墾 I町 5反小委 10俵，豆 4俵，黍3・5俵燕婆 2俵ヲ牧穫ス，茨

焼ノ牧入 200俵ヲ美深エア責 9 1俵 65銭ニア 130園ノ牧入ア 9タ 9，長男

71'林業勢働ニア I 日 I 固60銭，約 100日ニア 160国ノ牧入ア 9タ 9，三間竿

ユ五間([5坪竿)ノ家ヲ建アタタメ約70園ヲ梯ヒタ 9。

6) 殖民者 J規約

雨龍演習林借地人申合セ規約

第一候 雨龍演習林借地人 J、此申合セ規約ニ加入シ E遵守ス }Vノ義

務アノV モノトス。

第二健 雨龍演習林借地人 J、左ノ事項ヲ遵守ジア他ノ模範トナノV ヲ

期ス Y モノトス。

J.徳義ヲ重ム品行方正ナ }Vベキコト。

2. 業務ヲ蹴ミ，質素倹約ヲ旨トスノV コト。

3・協同一致互=誠賓ヲ毒スヨト。

4・借地料及公諌金 J、必ズ期日内ニ納付スノV ヨト。

5・集曾其他時間ヲ定メ通告ヲ受ケタ }V トキ J、必ズ巌守ス JVコト y若

ジ事故ア 9ア遅刻叉 J、映席スノV トキ J、時間前届出 JVコト。

6. 生産?衛生，土木，教育等ノ事業 J、下ニ定ム }V各保項ニ従ヒ厳守ス y

ヨト。

7・就皐適齢ノ子弟 J、必ズ上枝セジム }Vコト。
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8. 疾病ニ擢 9タJV時 J、警師ノ診断ヲ受ケ療養ヲ怠ラザJV::r 1-0 

9・衣食住 J、常ニ清潔ヲ重ズ JVコト。

第三傑 本規約申合人ユジア博英，窃盗，其他法律規即ニ違反 V タ lV行

~ア lV 時 J、貸下地ヲ返納 γ演習林ヲ退去ス lV ノ義務アノV 毛ノトス。

第四傑 第三僚ノ義務ヲ履行セザノV モノアノV 時川本規約ヨ 9除名ジ

一切交際ヲ断ヅ毛ノトスa

第五傑 本規約申合人エジア第四傑ノ除名者ニ交際ジタ lV毛ノア y

時 J、第三僚ノ義務ヲ履行セジム lVモノトス。

第六傑 本規約申合セ匝域内行政直域ユヨ Y 部落ヲ以ア寺内部落ニ J、

部長一名，評議員二名ヲ置ク，役員 J、名春職トス，但 v部長 J、官蕗ノ任命ヲ

受ケタ JVモノヲ以ア之ヲ推ス，評議員 J、組長協議曾ニ於ア之ヲ定メタ名春

!犠トス，其ノ任期 J、満一ヶ年トス。

第七f東 部落ヲ若干組ニ砂チ，各組ニ組長ヲ置九組長，、名審職トス，組

長 J、各区域内ノ申合セ人ニ於ア互選シ，其任期 J、満一年トス。

第八傍 役員ノ人名 J、振出所ヲ経ア演習林長=届出 JV毛ノトス。

第九燦 役員ノ欠員ア 9タノV 時 J、補欠選準ヲ行ヒ演習林長ニ届出ノV

モノトス，但補欠員ノ任期 J、前任者ノ残任期間トス。

第十f廉 部長川北海道帝園大串其他諸官膳ノ命達ヲ速カェ各組長ユ

停遣事/組長 J、其受持組内ユ配布叉 J、通知スノV モノトス。

第十一保 評議員ノ、役員曾=出席ジ，其他部落必要事項ノ評議=任ジ

部長ヲ補佐ス lVモノトス。

第十二候 本規約申合セ人 J、此規約ニ定メラ vタノν範園ュ於ア部長

及ピ組長ノ指揮ニ従 Y ノ義務ア lVモノトス，若ジ臆セ'ザノV モノアノV トキ

J、仮出所ニ上申 V 指揮ヲ受ク lVモノトス。

第十三候 本規約申合セ人若ジグ J、其家族中ェ死C者ア 9タノV 時 J、

其組内ノ申合セ人 J、左ノ金員ヲ各戸醸金 v弔意ヲ表ス lVモノトス，但親

戚故嘗叉 J、近隣ノ者若ジクノ、有志者ニジア定額以上醸出ス lV..t、妨ゲナ

ジ。



( [ ) 七歳未満ノモノ死L:vタ lV時金拾銭。

( 2 )七歳以上ノモノ死L:vタ時金武拾銭。
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第十四僚 葬儀ノ準備及ピ埋葬等 J、親戚若ク J、近隣ノモノニ於ア周

旋ヲナスモノトス。

第十五僚 本規約申合組合内ノモノ J、必ズ曾葬スノV モノトス。

第十六f農 水?火災ニ擢 9タ!v毛ノアノV 時ノ、其組合ノ申合セ人 J、羅災

ノ程度ユヨ 9金品勢力ヲ以ア互ユ相救助スノV モノトス。

第十七僚 出征叉 ρ 病気ノタメ家計上困難ナノV モノア }V時 J、其組合

内申合人 J、適宜ノ方法ヲ設ヶ救助ス !vモノトス。

第十九傑 既設道路排水橋襲及流木ノ除去等毎年二同(六，八月)其卦搭

匝域ヲ定メ諌メ振出所ユ届出デ手入ヲナスモノトス，但此時破損ノ場合

J、組長ノ通告ニ臆ジ各自出動修理ヲナスモノトス。

第十九僚 出火，tll火事其他ノ事務ニ際 vi反出所ョ 9召集セラ vタ }V

時 J、速カニ其召集ニ臆ジ指揮ヲ受クノV モノトス。

第二十僚 出水ノ際道路，橋梁，各自ノ居家等ユ危険ア lV時 J、振出所ノ

召集ヲ待タズ各自出動ジア防禦ュ従事ス !vモノトス。

第二十一保 山火 J、常ニ各自注意ジア警戒ヲ加フ }V~、勿論若山火ノ

起 9タノV 時 J、訳出所ノ召集ヲ待タズ各自出動ジア消防ニ従事スベジ。

第二十二僚 第十九傑乃至第二十一俊ノ場合=於ア川被害無キ匝域

ノ借地人 J、被害匪ノ際援ヲナスモノトス。

第二十三保 病患害費生ノ場合ニ J、仮出所=口申 ν駆除諜防ノ指揮

ヲ受ク }Vモノトス。

第二十四健 森林保護ニ闘ス }V義務ヲ会フス }Vモノトス。

第二十五僚 害最強防策トシア毎年可及的秋耕ヲナスモノトス.

第二十六健 作物ノ良種ヲ撰揮ジ輪作法ニヨ 9耕作ス }Vモノトス。

第二十七僚 牧穫減少ノ徴アノV 土地 J、必ズ肥料ヲ施ジ作物ノ増牧ヲ

計 Y 毛ノトス。

第二十八僚 貯蓄ノ方法ヲ定メ各戸相常ノ貯金ヲナスモノトス。
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第二十九僚 本規約申合セ人 J、毎年一同組毎ニ総集曾ヲ開キ其ノ年

度内ニ貫行スペキ事項ヲ協議スノV モノトス。

第三十傑 総集曾ノ議長 J、組長トス，組長事故アノV 時 J、互選ヲ以ア之

ヲ定ム.

第三十一候 毎年一同組長協議曾ヲ開キ寓般ノ事項ヲ協議スノV モノ

トス，但組長協議曾ユ J、仮出所員ノ出席ヲ乞フ毛ノトス。

第三十三僚 臨時組長協議曾ヲ開カントスノV 時 J、役員曾ノ決議ヲ経

アナスモノトス。

第三十四保 本規約ノ僚項ヲ増減修正セントス )V時 J、纏集曾ユ詞 9，

組長協議曾ノ決議ヲ経ア振出所経由演習林長ュ届出グ JVモノトス。

第三十五僚 本規約申合人 J、必ズ前各候項ヲ賓行事〆第二僚ノ主旨ヲ

貫徹スノV モノトス。
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IV.附録

昭和六年四月十五日現在雨龍演習林林内殖民者各戸現金現物手持高表

甲添牛内事業匝{玩墾主農地) (其ノー)

人 stl 1 2 3 4 5 6 7 8 

現 12.C旧

7.∞ 40.80 35・∞ 1 65∞ 76.80 

一 一 18.∞ 一 一 19.∞ 
醤 f由 一 一 5.∞ 4.00 一 7.2旧

魚 一 一 一 8.75 

主幹 一 一 一 一 一 一 一
大 豆 一 一 一 一 一 一 一

王見 豆 一 一 一 一 一 一 一 一雑穀
中 長 一 一 一 一 一
ヨ露 一 一 一 一 一 一 一 一
事醇 一 一 一 一 一 30.∞ 一 一

燕 若草 3∞ 一 一 一 7.50 一 45.∞ 
藁 7.50 一 一 一 12.C泊 一 一馬糧
糠 一 一 一 一 一 一 一
玉萄黍 一 一 一 一 一 一

一一

魚 粉 一 一 一 一 一 一 一 一
大豆粕 14.80 16.80 24.00 56.∞ 18.00 一 一 30.∞ 
過燐酸 4.80 8.50 26.25 28.90 30.00 一 28.(拍

肥料 米 糠 一 一 18.∞ 30.∞ 一 一
石 灰 30.00 一 70.∞ 70.00 一
錬 粕 一 一 29.40 一 43.00 一 一 19.80 

混 一 一 一 一 一
趨 一 一 4-40 一 1.80 

燈 f由 一 3.30 一 3.30 3.0口 一 3.50 
物

泊 一 一 一 一 一 一 25.80 

煙 草 一 一 一 一 0.45 

共ノ他 澱粉，袋 一 一 一 一 一 一 一
1由 ー 一 一 一 一 一 一
薪 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一

計 一I278.10 
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(其ノ二)

人 16 

現

|肥料

魚粉

大豆粕

過燐酸

米糠

石灰

練粕

混

14.00 

29.60 

5.10 

10 I 11 I 

5∞lぉ∞|
12 I 13 .1 

…I 4ωo I 

4.50 I 30・∞|
14.00 

ロ

ート

0

4

・

4

v

F

 

106.50 

R
U
 

14.00 37.$0 

7.80 

31.25 

66.50 

18.00 

18.00 

65・70

45.00 20.00 

- I 28.∞ 

3.40 I 13.60 

6.∞ 18.∞ 

同- I 20.00 

98.55 
98.(的

25.50 

38.25 

42.00 

17.00 

30.00 

22.50 

16.80 

43.∞ 

一

一

一

山

一

一

一

凶

一
之
一
一
一
一

L
拍

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
伊

川
一
一
一
則
一
抑
一
一
日

J
I
-
-いい[|一
lr

油

草

袋

泊

盤

酒

払

池

薪

械

進

一

燈

煙

滅

機

一
'E

一
計

町

一

物

2.30 

0.45 

2.50 

8.60 

2.05 

253.
20 
1… 



(其ノ三)
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人

現

食糧

。-117 I 

金 l…|
~19 I却 1211221231 24 
100.00 1 50.00 I 15∞|…lι∞I 8.00 I 

1tlZ円11可
曳雑穀

多

大豆

小豆

中長

蕎多

稲黍

6.50 

10.50 

18.75 

一
一
一

肥料

i燕 芸医

薬

糠

玉萄黍

魚粉

大豆粕

遁燐酸

米糠

石灰

錬粕

?昆

20.00 

32•∞ 

10.30 

8.∞ 
30.∞ 

mv

一

16.50 

10.00 

19.50 2旧.00 12.00 15.09 18.00 45.00 

16.425 

90.∞ 
34.08 

10.00 44.00 49.00 

55.02 

59.20 

168.∞ 

25.50 

15.∞ 

59.20 

58.80 

17.∞ 
15.∞ 

105.00 

42.50 

8.50 

ロ

P

∞

一

一

一

一

白

一

一

勾

刈

守

£

U

Q

O

岡、d

一
ζ
U

E

2

一
ro

一

司

δ

∞

mv

∞

一

伽

同

巧

一

一

一

匂

4

6

2

0

2

E

一

8

-

d

F

3

2

E

一

ro

一

A
守

一

m

∞

一

白

河

・

巧

一

一

一

円

勾

3

2

4

3

Z

E

-

-

O

J

3

7

2

I

一

白

一

∞

∞

一

伊

一

一

一

一

一

伊

8

引

刊

日

以

一

向

一

勾

δ

泊

草

袋

消

一

盟

酒

陣

川

泊

薪

械

進

燈

煙

動

機

一E
l
i
-
-
|十
計

や
|
|
一

物

7.∞ 
51.00 

20.60 

8.∞ 

205.00 

2.06 2.20 3.90 

15.60 

67.50 

I 2ω40-40 I 436.70 I 438 

4.00 

18.0日

50.00 

36.60 

6.00 
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(其ノ四)

I 251 26I 27l 泊 129 1 羽 1 31 I 辺

金 I -1 … !IS∞ I 35∞ 130∞ 1 14∞|… iso∞ 

米 35.∞ 80.∞ 49・70 問.∞ 明∞ 102.00 68.∞ IIZ.口0

|!味噌一一一一一一一 25.∞

!食糧 醤油 - I 10.50 - I 5.50 … 5∞ l|魚一一一一|一一|一|一

多 - I 13.∞ 24.80 ー 一一 5.80 ー

| 大豆一一一一一 3.00 一 一

克 I雑穀 小豆一一一一一一一 4∞

| 中長一一一一一一一 3.∞

| 蕎多一一一|一一一一 4・∞

稲黍一一一 1 一一一一 30.∞

i燕多 27∞ 37∞ 60.00 45.00 39∞ 12∞ 15∞ 37.50 

馬糧
21.00 15.00! 17・50 I ー 22.00 18.∞ _. I 48.∞ 

| 糠一!ー∞ー

| 玉萄黍| 9∞| 

魚粉-1 65.70 1 14.00 1 165.24 一一 32.85 ー

大豆粕 140.00 I 48.∞ - I 48.00 I - I - I 48.∞ 25.20 

遁燐酸 51.00 I 20.00 ー 7.50 I - I 2，40 I 10.50 ー

!肥料米糠 - I 10.∞一一一一 一 36.∞

| 石灰-I 10.∞一一一 14.口o I 30•∞ー

| 練粕 45∞一一一一一一帆∞

l 混 一一一 -2∞.0o 一一

l 堕ー 4.00 1 9.50 1 4.12.1 4.00 1 4.30 1 1.83 ー

汚 l 燈 f由一 4.00 ーロ80 1 -- 1 3.80 1 - 1 3.80 

| 清一一一ー一

煙草一一一一一一一一

1其ノ他澱粉，袋 一 一 一 一 一 一 44.00 I 4.50 

泊一一一一一一一一

| 薪一一一

I 328∞ iP7.20l I905o 531.
60 
I 
502.00 
I 
178.)0 
I 
266.98 
I 
4ω  



(其ノ五)

(245) 

人 40 

現 金

噌

油

別

米

魚

味

嘗糧
|食

fJl. :n f，t日
|稲黍

! I 
玉み l

H巴糧!米糠

練粕

煙草

誌E

一

一

一

一

33 

72.00 

19.20 

7.55 

3

J

|

一1
j

1

∞

3

7

6

 

6.40 

36 

149.50 

-

P

 

9.50 

2.00 

馬糧

67.50 

78.00 

40.0。
78.∞ 

124.80 

物

I ;其ノ他

-
V
B
 

2
z一一ロ

。
巴
J
Q
J
 

m
J
 
4
・

伊
∞
一
一
一
一

回、JG
 
oo -

25.50 

12.00 

18.00 

22.50 

20.00 

∞
-
一

O
J
 

15.∞ 

65.60 

56.00 

39.10 

3.80 

3.50 

52 •00 

23.80 

3.60 

7.00 

48.50 

125.50 

。勾，回
、JnY
 

2
 

0
 

旬
d
'戸、d

勾
'

凋
帥
・0

 

4
a
 v--Z 

E
 

39 

105.00 

20.0。
44.00 

一
∞
一
一

司
、
d

260.60 

360.60 

106.∞ 

3・30

12.C旧

05∞ I 858.50 I 

32.80 

2.06 

94・36



(246) 

(其ノ六)

計|一間平均| 計 |総額三割|スル% 計

現 734∞ 18.350 734.∞ 6.66% 6.66% 

米 2677.35 66.934 24.3 

味 E曾 148.80 3.720 1.35 
26.62% 食糧

99.80 
2，934.70 

l 醤 f由 2.495 0.90 

|魚 8.75 0.219 0.07 

ヨ欝 141.20 3.530 1.28 

大 豆 18.80 0.470 . 0.17 
現 豆 4.00 0.100 0.039 
雑穀 241.∞ 2.19% 

中 長 3.∞ 0.075 0.027 

蕎 幸彦 4.00 0.100 0.039 

稲 黍 70.∞ 1.750 0.635 

燕 ヨ惇 670.00 16.750 6.07 

馬糧
薬 393.90 9.847 

1，076.30 
3.57 

9.76% 
糠 3.40 0.085 0.038 

|玉罰黍 9.∞ 0.225 

魚 粉 Il59.865 28.997 10.52 

大豆粕 1597-10 39.930 14・48

遇燐酸 686.53 17-163 6.22 

肥料 米 糠 242.25 6.056 4，909.565 2.19 44.54% 

石 灰 398.80 9.970 3.61 

錬 粕 420.02 10.5∞ 3.81 

t昆 405.00 10.125 3.70 

盤 69-47 1.737 0.63 

物
燈 f由 89.75 2.244 0.82 

酒 203.40 5.085 1.83 

|煙 草 0-45 0.01l 0.004 

其ノ他 澱粉袋 402.70 10.070 1，125.79 3.67 10.21% 

f由 45.56 1.139 0.42 

薪 180.80 4.520 1.63 

機械泊 127.66 3.191 1.16 

進 6.00 0.150 0.05 

計 11，021.355 275.5339 II ，02 I.3 



(247) 

乙. 母子里事業匝(開墾中林業地) (其ノー)

金 i川ベ 3.311 44.45 1 5 0 •00 
1 :2叫 |7∞ 1 20.00 1 20.00 

米 14.00I 21.∞I 26.∞I 21.∞ 21.∞I 28.∞ 7.00 I 14.00 I 28.∞ 

糧 ;;(;|3fl:|::;i 6.00 

基幹 12.40 6.00 

現 1
中 長 l 1.00 1.80 3.00 

稲 黍
雑穀 l

蕃 華民

2.00 

7.∞ 

稗 0.50 

馬糧

JlE 

澱 粉 2.00 1.50 3.00 

物| 種 苗 15∞1.50 I 2.00 I 14・00I 2.00 I 3.∞ 

趨 2.17 

原料燈 1由

銭

石灰

計 i川…i二斗02瓦川戸山35戸両 48.00
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人別

(其ノ二)

「i日下1112ド I--~-;-I 15 I 16 I 17 I 18 

金 lω∞1川 -115.00 I川 -1…E伊 I5∞ 
:::[でl;:|寸で 14

ごlz:;
現

米

味

響

糧食 噌

t由

現

多

中長

稲黍

養家

稗

小豆 - I 4.∞ 

- I 2.10 

2.40 2.80 

2.00 

雑穀
4.00 

1.80 3.00 

肥料|週間|
- I 1.90 I ー

28.∞ 

4.80 

5.∞ 

- I 17.60 

1.80 

一I-1.-1 一1-1 -1 
澱粉 2.43

物種苗

其他ノ| 堕

原料|燈泊

畿

石灰

ーー 2.(旧 1.50 

1.95 

2.00 

戸←一一」ーーー一一一一一ー一

[ω|ぉZ91川 29∞|仰01…
E向 l

』司 4.00

ー 7.∞

- I 2.30 

- I 25.∞ 

ー 19.60
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入

(其ノ三)

王足 白

川

町

鈍
四円1
3∞I -1 
盟問
-14ベ

一
%

計

一

白

暗
示
-一午

米 18.54 I 34-29 

食糧|味晴 4・50

醤泊

現
霧

中長

稲黍

蕎多

稗

小豆

維章受

5.00 I 14.∞ 21.∞ 14.∞ I 409.∞ 

3・50

3.20 

- 1 8I.75 1 5∞巧 3凪 1 6.85 1 42.03% 

- I 9.50 043 I 0.79 

ー-I 41.60 1.90 I 3.49 

14.20 0.64 1.18 

ー-I 8.00 0.37 I 0.68 

0.62 I 1.14 
6.88% 81.90 

- I 13血

- I 0.50 0.0231 0.04 

0.18 I 0.33 4.00 

馬糧 14.70 
薬

務 華民

- I 1.30 - I 7.80 0.35 I 0.64 

0.31 I 0.57 
[.23% 

- I 6.90 

肥料
i
遁燐酸|

物 種苗 5.98

Jt:.他ノ

原料 I:燈

石

計 。。
巧

d
• 2
 

Amf 

-1 4.951 的51ベ叫|叫
12.93 

-I 53.98 

ーー 6-42 0.29 I 0.54 
119.93 10.05% 

ー-I 2.00 0.09 1 0.17 

25.∞ 1.13 ¥' 2.09 

19.60 0.89 1.64 

17∞r 22…斗192.951 1192.951… 
(甲)既墾主農地(乙)開墾中林業地ノ雨者ノ昭和六年四月十五日ノ現金現

物所持朕態ヲ比較ス lV':::'，

I・一戸平均現金現物所持戸、甲道カニ多ク乙少シ。

2. 現金ノ所持 J、敦 V 毛少額ナ 9。

3・現物ノ所持ニ於ア甲 J、蓬カニ乙ニ優 9，特ニ甲ユ於ア肥料ノ所持

多ジ。

其理由 J、甲 J、主農地ニ V 九開墾後年ヲ経タ v，..，....肥料ヲ多ク施ス必要



(250) 

ア 9，積立金ヲ利用 v共同購入秋梯ノ方法ヲ以ア，肥料ヲ所持セ )Vユヨ JV.

乙J、四年以後=於アモ林内勢働ノ牧入ノ見込アノV ユヨ 9之ヲ以ア生活

ヲ維持スベキモノナ 9，然 v ドモ昨年ノ農業沈滞ニヨ 9イグ v モ窮乏セ

JV ~、明カナ 9 。


